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発言者 発言内容

岡山県(松枝) ズームで視聴される市町村の方におかれましては、カメラ・マイクと

もにオフにしていただきますようお願いします。

それでは開催に先立ちまして、岡山県危機管理課長の和田の方からご

挨拶申し上げます。

岡山県(和田) はい、皆さん、こんにちは。危機管理課長を務めております和田と申

します。今日は年末のお忙しいところ、この意見交換会にご参加いただ

きありがとうございます。また。風邪とかインフルエンザ流行っており

ますので、マスクが必要な方はマスクをつけたままということでお願い

します。意見を述べていただく時、話しづらいようでしたら外していた

だいても構わないと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

では、改めまして一言ご挨拶申し上げます。

2024 年は皆様ご承知の通り、１月１日に能登半島で非常に大きな地震

がありました。年を明けてすぐということでございました。

その後、９月には豪雨災害で二重被災をされたということもあり、能

登の方では多くの要配慮者の方々も犠牲になったのではないかと個人

的には感じているところでございます。ご承知の通り、個別避難計画は

令和３年の災害対策基本法の改正によって、作成が市町村の努力義務に

なりまして、令和７年度までの５年間が取組を推進する期間に位置づけ

られているところでございます。

市町村の皆様におかれましては、名簿の作成やそれぞれの方へのご説

明など、ご尽力いただいているところでありまして、改めて御礼申し上

げます。

また、福祉関係者の方々につきましては、日々、要支援者の方々と接

しておられて、能登の被害であったり、また、南海トラフ地震臨時情報

などが出されて、利用者の方々への安全配慮というところで、色々と苦

心されていると思われます。こうしたことについて、本当に敬意を表し

させていただきます。ありがとうございます。

今日は皆様方にご参加いただきまして、意見交換をさせていただけた

らと思っております。それぞれの立場・現場において、色々と苦労され

ている点、また必要と思われるようなことがございましたら、この場で

ご忌憚のない意見を交わしていただいて、今後、要配慮者の皆様が無事

に避難できるような個別避難計画ができるよう、皆様方のご意見を賜れ

ばと思います。簡単でございますが、挨拶とさせていただきます。あり

がとうございます。

岡山県(松枝) それでは早速ですが、次第に沿って進行させていただきたいと思います。

次第の２の出席者紹介ですけど、本日ご出席していただいた福祉専門職の

皆様をご紹介の方をさせていただきたいと思います。お名前をお呼びさせ
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ていただきますので、その場でご起立をお願いします。

それでは、一般社団法人岡山県介護支援専門員協会から柴田倫宏様。小

原誠様。向谷敬子様。池田和彦様。山根由美様。続きまして、岡山県相談

支援専門委員協会から大橋靖司様。大倉教正様。籔内誠様は本日体調不良

で欠席です。続きまして山﨑みゆき様。川崎陽平様。今日はどうぞよろし

くお願いします。また、駒沢大学文学部社会学科社会福祉学専攻の川上富

雄教授にもオブザーバーとしてご参加いただいております。よろしくお願

いします。

なお、市町村及び県の出席者の紹介につきましては、お手元の出席者名

簿と配席表により代えさせていただきます。

なお、真庭市さんにつきましては、本日、所用により欠席というご連絡

をいただいております。

それでは次第の３の情報提供に移らせていただきます。

まず、計画作成に関する市町村と福祉専門職の取組についてであります

が、個別避難計画の作成に当たっては福祉専門職の方にご協力いただきな

がら、市町村においては様々な取組を行っているところではありますが、

本日はこの連携の取組のうち、契約に基づいて計画作成に関わっていただ

く個別避難計画作成業務委託事業について、実施している岡山市さん、そ

れから、倉敷市さん、玉野市さん、瀬戸内さんから情報提供をしていただ

きます。それでは岡山市さんから説明をお願いします。それからお手元に

資料もご用意させていただいておりますので、スクリーンか手元の資料の

どちらかをご覧ください。では、よろしくお願いします。

岡山市(近藤) 皆様、改めまして岡山市役所危機管理室の近藤と申します。本日、説明

は私の方からさせていただきます。説明は着座にてさせていただきます。

失礼いたします。

会場の方は、スクリーンに写っている「岡山市における避難行動要支援

者に関する取組」について、お手元の紙の資料をご用意いただいて、ご清

聴いただければと思います。所要時間は１０分程度いただいておりますの

で、資料に沿ってお話をさせていただければと思います。まず、この表紙

右下のＱＲコードに岡山市のホームページのリンクがございます。このリ

ンクでは、例えば様式がどういったものかなど、関連情報を掲載しており

ますので、紹介に代えさせていただきたいと思います。

では次のページお願いいたします。

岡山市における制度の担当を話していきたいと思います。今回、個別避

難計画に関わる制度を主にピックアップをして列挙しております。

まず、要支援者名簿と個別避難計画ですが、名簿によって対象者の方を

把握し、１人１人の方の計画を作るという建て付けでありまして、こちら

の両方を防災部門である我々危機管理室が担当しております。市町村によ
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ってはおそらく福祉部門でされているところも多くあるかと思いますが、

我々の方は防災で担当しているところでございます。

３つ目にパーソナルプランと書いてありますが、これは市保健所の方で

今中心になって進めていただいているところですが、在宅２４時間人口呼

吸ということで、医療的ケアのうち人工呼吸器を装着されている方といっ

た災害時において非常にリスクが高い方に特化した計画作成の取組も行っ

ています。また、福祉避難所を福祉部門で、各施設での避難計画などは河

川部門でやっているといった所管関係でございます。次のスライドをお願

いいたします。

個別避難計画の概要ということで、このスライドで触れておりますのが、

対象者がどういった状況かというところでございます。

まず、冒頭でお話ししたように、対象者は要支援者名簿で把握した方と

いうことになりますが、岡山市民全体が７０万人前後という中で、要支援

者名簿の対象者は、例年１万人強ぐらいの規模感でございます。どういっ

た方が要支援者名簿に載っていると言いますと、この資料の右側に名簿の

対象者を掲載しておりまして、要介護度３以上とか障害の手帳の等級を持

っておられる方とか、一定の等級に該当する方がまずは対象となります。

あと、そうした等級に該当しない方についても、個別の申請をいただくこ

とで登録が可能となっております。こうした形で、対象者の把握に努めて

いるという状況です。

その上で、計画の作成にあたっては、岡山市内の災害のリスク、例えば

洪水の浸水であったり、土砂災害が起こるリスクがあるエリアの方から優

先的に進めるというものです。そうした計画をもって進めているのが現状

でございます。次のスライドお願いします。

我々がこの個別避難計画を進める上での取組で、スタートとなっている

のが、令和３年度のモデル事業ということでありまして、まずこの計画作

りをどのように進めるかということにチャレンジしたのが土台にありま

す。

その時の取組ポイントをご紹介しますと、この３ページの資料の右側に

取組内容がございまして、大きくは３つの段階を踏んでいたというもので

す。まず、対象者のお宅の訪問、そして話し合いとしての調整会議、作っ

た計画での避難訓練。この訪問・調整会議・避難訓練という３つの手順を

まずモデル事業ではやってみました。

ただ、これを全ての方にやっていくとなると、当事者の方・地域・行政・

専門職の方も含めて負担も大きい面がモデル事業の中で非常に見えてきた

ので、まずはこの訪問であったりとか把握だったりとか、可能な範囲から

計画を作るとか、そういったところから着手して段階的に進めようという

ところも見えてきました。
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そしてもう１つ、今日の大きなテーマである専門職の方に関わっていた

だくことについてですが、例えば調整会議に対象者の方のご家族やご本人

がおられて、ケアマネジャーさんに実際に参加をいただいて、当事者のご

説明を補足いただいたりとか、逆にサービスの利用でこういう時はこうい

う所にいますよということをご説明いただくことが、情報共有の場として

有効であった。専門職の側もこうした地域との接点を持つ場面が中々ない

ので、こういう場の有効性も見えてきたというのがこのモデル事業の大き

な発見でございました。

では次のスライドお願いいたします。そうした取組を踏まえまして、今

どういった形の枠組みで進めているかというのが、この４ページの資料に

まとめた関係図になります。右上に岡山市危機管理室、これが実施主体と

いうことで、下にいきますと、対象者としてご本人・ご家族。こちらは名

簿に載せる上での情報提供の同意の確認などのやり取りをしていくような

関係性がございます。

要支援者名簿については、危機管理室から左手に伸びている矢印に従っ

て、地域の町内会さんであったりとか、民生委員さんであったり、公的機

関に対して提供を行っていて、その下に伸びている三角の下に、地域作成

と事業者作成といった計画の作成主体の区分があります。そして、２４時

間人工呼吸といった医療的ケア児・者は保健師さん、保健所での取組を組

み合わせながら進めているというような背景がございます。ですので、地

域で進めている部分と事業者さんにも関わっていただきながら進めている

部分があり、少し作成にあたって役割分担とか分けがあるという視点をこ

こで掴んでいただけたらと思います。

それでは次の資料をお願いいたします。

こちら５ページが令和６年度の委託事業の概要ということで、我々の事

業の骨格でございます。事業の流れとしましては、左下にありますように、

事業の関係者として市と福祉事業者の委託契約に基づく事業実施というこ

とでございます。具体的な計画作成の流れは左下にありますように、まず

は、例えばケアマネジャーさんの方の定例的な訪問の機会などを利用しま

して、ご本人様の方に計画作成を進めることの同意をいただくというステ

ップからスタートして、ご本人さん・ご家族さんとの話し合いの場を持っ

ていただきます。その際に作成可能な範囲でまとめていくような形から、

計画作成を行っていただいております。ただ、防災の観点からいけば、先

ほどの調整会議や避難訓練などができるのがやはり望ましいのですが、現

状においては、そうした取組を行うにあたり、地域との接点がいきなり作

れないところも非常に多くございますので、我々としては、まず、ご本人

さんとの関係性において、普段の業務の延長でできる部分を基本業務とし

ております。
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それ以外の新たに接点が必要だったり、場のセッティングといった調整

会議の実施を加算業務と位置づけまして、まずは基本業務から取り組んで

いただき、可能な場合には加算業務まで実施いただく。そのような形をと

っております。

それが右上の報酬の部分にも基本業務と加算業務を切り分けて総額設定

をしています。そんな背景にございます。

では次のスライドをお願いいたします。

６ページのスライドが今使っている様式でして、両面で個別避難計画書

としております。基本業務は基本的にはこの表面をまず作成していただく

ということを骨格にしておりまして、裏面については、文字が小さくて大

変見にくいと思いますが、具体的な避難行動として、いつ・誰と・どこに・

どのように・何を持って避難するといった避難にあたってのポイントを整

理していくのが裏面になっています。いきなりこれを整理すると言っても、

防災に普段関わりが無いと作成していくのにハードルが高い場合もあるの

で、可能であれば使っていただく。そんな趣旨でご用意しているのが裏面

でございます。

最後のスライドをお願いいたします。

ここまで事業の流れ・概要をご説明してきましたが、最後に組織的な見

解というよりは、市区町村の担当者として感じていることというか、あく

まで私が一担当として関わっている中での気づきとご理解いただけたらと

思います。

やはり初めから完璧を目指さないというのは非常に重要なことだなと感

じています。まずやってみて、ダメなら変えればいいという部分は行政で

働いていると持つのが難しい部分もあるのですが、こうやって考えていか

ないと少なくとも担当レベルではなかなか進めていけないなというのは非

常に感じます。

また、全体的な制度とか個々の計画にあたっても、計画って突き詰めれ

ばこういう場合どうする？、こういう場合どうする？というのは、災害に

おいてはいくらでも場面設定できるのですが、それをやるとなかなか形に

ならない。それで、形にならないとやった感も出ないというか、達成感も

やっぱり参加した皆さん出ない。なので、まず１つ作ってみましょう、１

つやってみましょう、そこから選択肢をできるだけ増やしていって、その

数だけ可能性が高まるという考え方で、我々も相談を受けた時には話をさ

せていただいております。

最後に、３つ目は目下非常に重要だと思っているのですけれど、最初こ

の事業をスタートしたときは、役所の中ではこういうふうにやってくださ

いときっちり言えないといけないのではないのかとか、しっかり考えて示

さないといけないのではないかというのを思いすぎた部分もありました。
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こちらの説明を聞くと進んでいるように聞こえる部分もあるかもしれな

いのですが、進んでない現状も非常にあります。難しい部分も大変ありま

す。

その時にわからないことは、それこそ専門職の方に教えていただいたり、

今朝も医療的ケアのご家族さんが集まられているような会に参加させてい

ただいて、実際どういう避難を考えられているのかとか、どこが不安なん

だろう？みたいなことを聞かせてもらったりとか、そういった一緒に動け

る仲間を探すことで広がっていくというのは大いにあるのかなと思います

ので、今後に向けては改めてそうした部分を大事にしながら進めていけた

らいいのかなと思っている次第でございます。

発表は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。

岡山県(松枝) 岡山市さん、ありがとうございました。立て続けになりますが、倉敷さ

んお願いできますでしょうか。

倉敷市(三宅) 改めまして、こんにちは。倉敷市の防災推進課 三宅と申します。よろ

しくお願いします。

座って説明の方をさせていただきたいと思います。制度の概要につきま

しては、岡山市さんとほぼ一緒というところもありますので、割愛をさせ

ていただければと思っております。

ただ、倉敷市の場合、対象者が他の市町村さんと若干異なってくるのか

なと思います。基本、要介護３以上といった要件については他の市町村さ

んと一緒なのですけれど、その前に自力又は家族の力だけで避難できない

人というところが、そもそも名簿の掲載要件の中に入っているというのが

倉敷市の特徴的なところなのかなと思っています。

我々も令和３年の法改正後に個別避難計画を作成していくにあたりまし

て、個別避難計画自体が地域の共助による助け合いというところもありま

すので、そういった観点からまず地域でどのように進めていくのかという

ことを、モデル地区を選定して作成していったというのが一番最初です。

その後ですね、とは言いながらも、地域とつながりがない方も一定数と

いうか結構おられるというところもありまして、福祉事業所の関係者の皆

さんと一緒に令和４年の３月から検討会を２～３ヶ月に１回ぐらいさせて

いただきました。

令和５年の２月から地域には個別避難計画を作っていきましょうという

ような説明会をさせていただき、それから約半年ぐらい遅れて事業所の皆

さんにも作成していただけるようにということで、業務委託の制度を開始

致しました。この２本立てで個別避難計画を作成していけるのだろうなと

いう非常に甘い見通しを実は持っていたというのが現状です。

さきほどの岡山市さんの説明にあった「初めから完璧を目指さない」と

いう、その言葉を聞いた上で我々も本当にしっかり反省するべきだったと
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思うのですが、せっかく計画を作るということになると、実効性のある計

画を作っていかなければいけないだろういうところが、ずっと我々担当者

の縛りというか心の縛りになっていたのかなという思いです。

なので、我々一番最初に業務委託の制度を作成した時には資料の左上に、

黒色で書いているように、7,000 円という委託料をお支払いいたしますと。

制度の説明についても、計画書面の作成についても、プラスアルファで調

整会議まで全部実施してくださいと。それで、調整会議についてはどうし

ても実施できない場合にはご相談いただいた上で開催しない。そこはもう

やむを得ないですよということで。

まるっと全部やってくださいという格好で制度を構築しました。

結果として、福祉関係者の方に調整会議までということになってくると、

当然、地域の、例えば、町内会の会長・自主防災組織の会長の顔が分から

ないので、誰が避難行動要支援者を助けてくれるのかも自分たちでは分か

らない。家族とかご本人の様子は分かるのだけど、それ以外の地域の情報

が全く分からない中で、調整会議を主体的にやってくださいっていうのは、

非常に厳しいというところがあったのだろうというふうに思っておりま

す。

その反省を踏まえまして、今年度令和６年度の業務委託からはスライド

の表にあるように、まず制度説明をしていただくこと。計画作成のみ。そ

れからプラスアルファで調整会議を実施していただくという、この３つの

ステップに分けさせていただいて業務委託をさせていただいたというよう

な格好です。この制度説明業務については、我々、名簿を一番最初に作る

ときに名簿に掲載しますか？どうですか？という同意はとっております。

個別避難計画を作成しますか？どうですか？という同意をとっていないと

いうところもありまして、名簿の掲載者には個別避難計画についてもパン

フレットなど普及啓発で、こういう制度がありますということもお伝えは

しているのですが、当事者の方・ご家族の方がこういう制度があることそ

のものを知らないという、そういった声も聞いておりました。

ですので、定期的に対象者の方と会われる方にまず制度の説明をしてい

ただく。そのことによって、ご本人さん達も災害についても考えなければ

いけないなという気づきをまず持っていただくというところで、制度説明

業務を付け加えさせていただきました。計画作成については、作っていた

だければ 3,000 円で、調整会議の実施までは今年度も至っているところは

数が少ないのかなというのが正直なところでございます。完了したら完了

届を提出していただいてという格好です。

次のスライドをお願いします。

令和５年度業務委託と今年度の委託の主な変更点というところですが、

申し上げたように１つしかなかった、まるっと全部を委託という状態から
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３段階に分けたというところが１点。それと以前はケアマネさんや相談支

援専門員さんがご本人さんとお話をしていただいて、まず全部聞き取りを

していただいて、それを全て書いていただいて、そこから今度は民生委員

さんや地域の福祉関係者の方、そういった方とも話をしてくださいという

ような制度だったのですが、今年度から、自分たちだけで避難行動が取れ

る人たちではないというところはあるのですけれど、やっぱりご自身の命

ご家族の命を守る計画というところもあり、ここが基本だということで、

基本に立ち返ってまずはご本人さんやご家族に考えていただく。どこに逃

げるのか、誰と一緒に逃げるのかを考えていただくということで、まずは

ご本人・ご家族に記入をしていただくというような格好に変えております。

それと、調整会議・関係者会議については、必要に応じてという形に制度

変更しました。

次のスライドお願いします。

今までは、スライドでいえば左側の個別避難計画の様式があって、本人、

家族、福祉専門職、自主防の皆さん、そういった方々を調整していただく

作業。多分ここが非常に難解だったのかなと思います。これによって完成

まで持っていくという方法でした。今後についてなのですが、この後、説

明をさせていただくのですが、８月８日に日向灘の方で地震がありました。

それを受けて、我々倉敷市はご存知の方も多いかと思いますが、職員が避

難行動要支援者のお宅を一軒一軒訪ねていって、防災に対する普及啓発を

した中で、一緒に今家族で決めている避難行動について聞かせていただい

て、それを紙に落とし込んでいく。次に決まっていない部分についてはど

うしますか？という格好でご相談をいただきながら、決めていただいて紙

に落とし込んでいくという格好で、職員が個別避難計画を作ってまわった

という現状があります。

とは言いながら、職員が対象者・ご家族とお話をしても、できる個別避

難計画って、実効性の面でいうと大したことないといったら、語弊がある

のですが、やっぱり限界がある。例えば、まずサポーターの方・避難行動

を支援する方についても、ご家族のお名前ばかりであり、そうした課題も

あるのですけれど、我々としては作成したと言いつつも、（計画の）ベース

ができたという考え方をしております。そこに自主防災組織とか民生委員

さん、そういった方にも協力いただいて、自主防災組織としてこの人の避

難行動を支援するのにこの人が支援者になりますよとか、福祉事業者の皆

さんについては、この人はこの避難所では避難生活は厳しいのではないか、

別の場所、例えばショートステイを利用するであるとか、そういったよう

な手助けもできますよ、考えた方がいいですよという格好で、それぞれが

個別に計画作成に関わっていただく。一堂に会して調整会議をするのが本

当は一番いいというのは分かっているのですけれど、なかなか時間帯が合
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わない人たちが一緒に集まろうというのが非常に厳しいということもあり

ます。

なので、それぞれでちょっとずつブラッシュアップをしていっていただ

くという方向性に今変えております。

最終的にはこのスライドの上の方にも書いてある避難訓練であるとか見

直しをしていく。これによって実効性をどんどん高めていこうというふう

に考えております。

次のスライドをお願いします。

８月の１４日１５日のちょうどお盆の時期にご家族の方等々も帰省して

帰って来られるだろうというところもあって、８月の１４・１５にスター

トしまして、個別避難計画の作成にまわりました。熱い中、106 人の職員が

行きまして、一番最初は津波の浸水想定区域に在住の方を対象にまず作っ

ていきました。その後、８月２２日から９月１３日でその時にお会いでき

なかった人プラス津波の浸水想定区域以外の避難行動要支援者の方約

2,100 名を２人１組５０班体制でまわりました。

結果として、今のところ 1,700 件を超えるぐらいの個別避難計画のベー

スというものが完成したということです。一方で、どうしてもお会いでき

ない人、行ったけれど不在であったり、出てきてくださらない、そういっ

たような方に関しては、もう一度、今週の月曜日から第三弾という格好で

始めております。これについてもなかなか進まない部分については、やは

り福祉事業者の皆さんのご協力もいただきながら進めていかなければいけ

ないのかなと考えています。

ごめんなさい。ちょっと時間超過してしまいましたが、倉敷市は以上で

ございます。

岡山県(松枝) 倉敷市さん、ありがとうございました。それでは玉野市さんお願いしま

す。

玉野市(増田) こんにちは。玉野市福祉政策課の増田と申します。今日はよろしくお願

い致します。

では座って説明をさせていただきます。福祉専門職の方々との委託事業

を福祉担当で進めている自治体ということでお話しさせていただければと

思っています。

資料にはありませんが、福祉担当課で個別避難計画の作成を進めている

きっかけからお話しできればと思っています。令和３年度に私がこの福祉

担当課に異動してきた際に、もうすでに平成３０年に一度、福祉で個別避

難計画を作っていたという例がありましたので、もう庁内にすでに個別避

難計画は福祉だという土壌が既にありました。

それからさらに前任者から個別避難計画を進めないといけないからとも

言われていたので、異動してきたばかりだったので、別の部署でするとい
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う選択肢も知らず、担当だから進めないといけないんだと素直に受け取っ

ていた気がします。個別避難計画の担当になって、個別避難計画を作らな

いといけないけれど、果てしない事業であること、どうやって進めればい

いのかという答えのない問いの中にいました。そんな中、福祉専門職の方

との個別避難計画の作成に一歩踏み出したきっかけは、研修で聞いた西日

本豪雨の際の岡山県相談支援専門員協会会長の永田さんのお話でした。

今日ご参加の方もお聞きになったことがあると思いますが、西日本豪雨

の際に１０年以上関わっていた軽度知的障害のあるお母さんと子供の親子

の安否が気になり連絡を取られていましたが、移動手段が自転車しかなく、

避難所の小学校の場所を伝えても、その小学校の場所がわからない。それ

から消防に救急要請をしましたが、要請が殺到していて迎えに行けない。

そんな状況の中で、お二人は２日後に水が引いた自宅の押し入れで、お母

さんが子どもを抱きかかえるようにして亡くなっていた。返信がないと分

かりながらも、お母さんの携帯に何度もごめんねとメッセージを送ったと

いうお話でした。福祉に異動してくる前に、自分自身が介護保険の担当だ

ったので、知っているケアマネジャーさんたちに、永田さんのような思い

はさせたくないと強く思ったことを覚えています。

これがきっかけで、玉野市の介護支援専門員協会との相談を始めました。

最初から思っていたことが３つありました。

１つ目は、要介護３～５の方の個別避難計画をつくる際は、必ず専門職

の力を借りようと思っていたことです。平常時の延長線上に災害というも

のがあるので、平常時の生活をよく知ってくれているケアマネジャーさん

に関わってもらうのが一番実効性の高い個別避難計画ができると考えてい

ました。

２つ目は、専門職の方が持っている専門知識を都合よくボランティアと

いう名前のタダで使ってはいけないと思っていました。窓口を通してでし

たが、専門職の方々の大変さを少しですが分かっていたので、仕事として

対価は必ず払おうと思っていました。

３つ目は、導入までのやり取りを丁寧にさせていただこうと思っていま

した。

導入までの説明や疑問点への回答を丁寧にすることで、はじめて協力を

得られると考えていたので、導入までを大切にしようと思っていました。

では資料の方をご覧ください。

玉野市の個別避難計画の作成のパターンはご自分で作るセルフプランの

方式と、地域の自主防災の方々が作ってくださる作成方式、それから３番

目の専門職作成方式のこの３つで進めています。今日はこの３番目の方式

についてご説明させていただければと思います。

２つ目の■の③福祉専門職作成方式の進捗状況についてご覧ください。
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令和４年の７月に介護支援専門員協会との協議を始めました。まず、避

難行動要支援者名簿や個別避難計画の作成の目的など、最初の概要を説明

させていただきました。その上で専門職の方々が不安に思われていること、

気になっている点について、たくさんのご質問やご意見をいただき、その

１つ１つにお答えさせていただきました。その後、個別避難計画の様式に

ついても相談をさせていただきました。項目を考える際には、ケアマネジ

ャーさんが業務でよく使う認定調査の書類から転記しやすいよう様式を定

めました。優先順位の考え方についてご説明もさせていただきました。自

宅が災害の危険性が高い地域にあるリスクや、本人や本人の身体状況、生

活の環境が独居なのか、家族の状況などを点数化することなども提案をし

ましたが、担当しているケアマネジャーさんが担当している方の中で誰が

一番優先順位が高いのか低いのかということを一番ご存知だと思ったの

で、優先順位の考え方についてはお示しはしましたが、これにはあまりこ

だわらず、ご自分たちが担当している方の中で、この人から作りたいと思

ってくださっている方から作ってくださいとお願いをしました。令和６年

の１月から役員の方にご説明をさせていただいた中で、２事業所がやって

もいいよと言ってくださったので、２事業所の方に委託の試行期間という

ことで試しにやっていただきました。その後、個別避難計画の様式ややり

方などで問題があるところを検証させていただいて、令和６年の４月から

市内の全居宅介護支援事業所の２３事業所へ訪問をすべてさせていただい

て、委託事業というものがどういうものなのかという説明をさせていただ

きました。

その中で１１事業所が協力できるよと言ってくださったので、今年度の

５月から１１事業所で本格実施を始めています。

計画作成の流れをご覧ください。

絵を見ていただくと気づかれる方もいらっしゃると思いますが、どこか

で見たことのある資料だと思います。岡山市さんを参考にさせていただい

ていて、最初からもうオンリーワンは目指さず、何よりも始めることを大

切にさせていただきました。

流れとしては、岡山市さんたちと一緒で作成の同意を確認させていただ

いて、避難先などの確認をして避難支援者に相談協力していただき、実際

の紙を作っていただくという流れになっています。

①～④の計画書の作成までをしていただくと、基本ということで 5,000

円の委託料をお出しする。点線で囲まれている調整会議の開催というとこ

ろで、調整会議を開いていただくと、加算ということで基本の 5,000 円に

プラスの 2,000 円を加えて、１件作る度に 7,000 円お支払いするという形

をとらせていただいています。

では次のスライドをお願いします。
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４つ目は対象者を示させていただいています。これも他市町村とあまり

変わらないので説明は省かせていただこうと思います。

問い合わせ先はチラシとかご家族にも皆さんお知らせしている問い合わ

せ先ですが、個別避難計画に関することは福祉政策課で、避難所やハザー

ドマップに関することは危機管理課ということで、２つの連絡先を記載さ

せていただいています。通知文も危機管理課にも必ず確認をしてもらい、

危機管理課を大いに巻き込んで個別避難計画を作っているところです。

３番目の■の作成実績としては、令和５年の試行期間２ヶ月で８件を作

っていただいています。今年度は令和６年１２月１５日現在ですが、１２

件の個別避難計画を作っていただいていて、委託事業としては２０件の個

別避難計画を作っていただきました。

最後に今後の課題に続きますが、これは個人的な思いもあるのですけれ

ど、専門職の方々への継続的な働きかけが必要だったかなと思っています。

１１の事業所が契約を結んでくれて、安心感というか結んでもらったとい

う油断があったと思います。契約を結んで終わりではなく、契約を締結し

てスタートだったんだなと反省しています。

定期的な研修であったり、進捗状況の確認や取り組めていない事業所へ

の声かけが必要だったなと思っています。

２つ目の課題ですが、専門職の方々と地域のつながりを作る避難支援者

の確保というところが課題だと思っています。専門職の方々は本当にご家

族であったり、ご本人のことをよく知ってくださっているのですが、地域

の方や地域の自主防災組織とのつながりが少し薄いことがあるので、専門

職の方と支援者をつなぐということを危機管理部門と協力しながら進めて

いきたいと思っています。

次の課題も危機管理部門と協力しながらなのですが、作成した個別避難

計画に基づいた避難訓練を行っていきたいと思っています。

今はまず作るということに力を入れていますが、今後は作った個別避難

計画で本当に避難が可能なのかどうか、実効性を確認していきたいと思っ

ています。作ってくださった個別避難計画の中で避難先の検証もしていき

たいと考えています。

ご高齢の方はすぐここで死ぬと言って、避難先として自宅を選択する方

がとても多いので、「わしは自宅でここで死ぬんだ」という言葉が本当に安

全性が確保された上での選択なのかどうかということを検証していきたい

と思っています。

「わしはここで死ぬ」というその言葉を無くすというか、少し薄めるた

めにも、市民の皆さんに対する災害の意識の醸成は続けていかないといけ

ないなというふうに思っています。

最後ですけども、調整会議の開催についてということで、専門職の負担
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を減らしたいという思いで調整会議の開催を必須にせずに加算という形で

進めてきました。

しかし、やはり地域と専門職の方をつなぐという意味では調整会議の開

催はとても重要だなと思いますので、負担軽減という意味と調整会議を開

催するという意味の両方を考えながら、調整会議について考えていきたい

と思っています。

今は介護支援専門員の方と協議をしてきましたが、今後は相談支援専門

員の方との協議も始めるつもりでいます。年明けにすでに話をしようとい

うことで日程を決めているところですが、障害手帳をお持ちの方の避難先

というのは、やはり普通の避難所では過ごすことが難しかったり、普通の

避難所であっても調整であったり工夫であったりということが必要になっ

てくると思いますので、手帳をお持ちの方の避難先の選択肢について、市

としてもいろいろと考えた上で事業を進めていきたいと思っています。

この個別避難計画というのは、福祉がやるとか危機管理部門がやる、ど

っちがやるっていうのかが大切なのではなくて、ただ、どちらかが旗を振

る、やろうよと声をかけるという意味だけなのかなと思っています。

福祉や危機管理だけでなく、障がいの部門や保健師、消防本部など、い

ろいろな部門や専門職の皆さんや民間企業、市民みんなを巻き込んで取り

組むものだなと担当として感じています。

今日ご参加の個別避難計画に関わる皆さんとも情報交換などをしながら

一緒に進めていければと思っています。

私の報告は以上です。ありがとうございました。

岡山県(松枝) 玉野市さんありがとうございました。

それでは、瀬戸内市さん。お願いします。

瀬戸内市(園田) 皆さん、こんにちは。瀬戸内市役所危機管理課の園田といいます。

今日は隣にいきいき長寿課の小野田さんにも来ていただいています。瀬

戸内市では危機管理課と、いきいき長寿課が高齢者ケースの方を中心に一

緒にやってもらっていて、あと福祉課も関わっておりますが、今日は会場

に２名までという人数制限があったので来られてないのですけど、福祉課

の方も今一緒に障害者ケースで関わって取組を進めているところです。

今日の会場のこのかっちりとした雰囲気にだいぶ思っていたのと違うな

という感じで（小野田さんは）緊張されています。

すみません。座って説明させていただきます。

僕も緊張しているので、上手く喋れるかどうか心配なのですが、僕が言

おうと思っていたことは前の３市の方からもうだいぶ報告してくださって

いて、あと、（各市町村で）それぞれ取組の内容が全然違うと思うのですけ

れど、この個別避難計画の取組は、どんな取組が良いとかっていう話じゃ

なくて、各市町村の状況が全然違うので、その市町村の担当者の方が関係
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者としっかり話をして決めていけばいい話なのかなと思っています。なの

で、瀬戸内市もどういうふうに進めているかを簡単に説明するのですが、

瀬戸内市の取組の心根の部分から説明させてもらおうと思います。

防災と福祉は目指すところは同じだと思って、今一緒に取組を進めてい

ます。防災分野の僕からいうと、防災の課題は大規模災害が発生する度に、

多くの高齢者や障害者が犠牲となっていることを何とかしないといけない

という話だと思います。なので、多様な主体の参画を促そうとか、自分た

ちの地域は自分たちで守るという自覚・連帯感を地域の人に持ってもらお

うということをやりながら、災害時に誰一人取り残さない防災の実現を目

指すっていうのが防災分野の課題だと思っています。

福祉分野の課題。これは厚労省のホームページからとってきたので、多

分間違ってないと思いますが、家族や地域での支え合いの機能が低下し、

高齢者や生活上の困難を抱える障害者や子どもなどが孤独・孤立になって

いるというのが課題だと。なので、地域の多様な主体が我が事として参画

してもらって、人と資源が世代や分野を超えて丸ごとつながるということ

を通して、地域共生社会を目指していくっていうのが福祉の課題なのかな

と考えています。

こうして並べてみると言葉は違いますが、防災と福祉のやりたいことっ

てすごく似ているというふうに僕は思っています。多様な主体の参画を促

すや、地域の多様な主体が我が事として参画するとか。自分たちの地域は

自分たちで守るという自覚・連帯感や、丸ごとつながるとか。全く同じよ

うなことをやろうとしているんだなという風に僕は思っています。

さきほど玉野市さんからの報告にありましたけど、防災・福祉どちらの

仕事とかっていうことではなくて、これは気づいた方が一緒にやろうって

言ってやり始めればいいだけの話かなと思っています。瀬戸内市は一応主

は危機管理課が担当していますが、いきいき長寿課であったり福祉課と一

緒に連携をしながらここまで取組を進めてきています。すごく協力をして

くださっています。

瀬戸内市の強みとしては、僕も令和３年から担当になっているのですけ

ど、小野田さん令和２年から担当していて、県の方が（個別避難計画の）

勉強会を開催してくださった時から、いきいき長寿課も福祉課も担当者が

変わっていなくて、危機管理課も変わっていなくて、ずっと一緒にやれて

いるっていうのがすごい瀬戸内市の今の強みかなと感じています。

また、こういう僕の動きを認めてくださっている危機管理課の上司が本

当に寛大に支えてくださって、僕はやった方がいいなって思うことは、あ

まり後先考えずにやるようなタイプなので、岡山市さんが一緒にするなっ

て言うかもしれないけど、岡山市さんが言われていたみたいにやってダメ

だったら考えたらいいかなっていうタイプなので、その後押しを課として
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もしてくださって、また、隣にいる福祉部局の方も一緒になってやってく

ださっているというところが瀬戸内市としてうまくいっているところかな

と思っています。

そういう（防災・福祉が）共通して抱えている課題を解決するための手

段として個別避難計画を使いましょうという話を、中でも外でも今までず

っとやってきています。今一緒に話を進めている相談支援専門員の方が「園

田さん、すいません。相談支援専門員の立場としては、そこまで個別避難

計画の完成・作成というのはどっちでもいいんです。それよりもこの計画

作成に取り組むことで、今まで孤立をしていて、どうやって地域とつない

だらいいのか分からなくて困っていた個別避難計画の対象者に、個別避難

計画の話を入れることで防災のことを軸にしながら、地域の人と対象者の

方をつないだりができるので、そのために僕は個別避難計画を使います。」

と、その専門員の方が言ってくださっていて、まさに本当に地域の多様な

主体の一人である相談支援専門員の方が、地域・対象者・相談支援専門員

そして行政と丸ごとつながるような形で主体的に動いてくださっていま

す。瀬戸内市は庁内もすごく協力的なのですけど、専門職の方にも本当に

支えてもらいながら、今僕は取組を進めることができているというふうに

思っています。

よく僕が前に出て色々言っていますけど、本当は周りで頑張っている人た

ちがたくさんいるというのが瀬戸内市の素晴らしいところです。

次のスライドをお願いします。

そんな瀬戸内市なので、地域の関係者にどんな人がいるのかなっていう

のをみていくところに、最初すごく時間をかけています。令和３年は庁内

の福祉課といきいき長寿課と危機管理課の情報共有のから始まるんですけ

ど、令和４年令和５年ぐらいにかけて、いろんな地域の関係者のところに

足を運んで、個別避難計画について率直な意見も聞きながらいろいろ話を

進めてきました。

ここではあまり説明はしないですけど、どの方とも話をして思ったのは、

やはり中心は避難行動要支援者本人なので、それは外さないようにしよう

ということをみんなと確認しながら、まずは避難行動要支援者本人ができ

る範囲で（避難行動を）考えてもらい、家族とかにも考えてもらいつつ、

ただ災害時に一人で逃げることができないから、できないところはみんな

で補っていこうねという話を皆さんとしていきました。

最後の次のページをお願いします。

瀬戸内市は今年度から高齢者ケースは委託契約を結んで、今、４事業所

と計画作成の取組を進めています。障害者ケースは、この後、今日の出席

者の大倉さんの方から少しコメントがあるかと思いますが、瀬戸内市の福

祉課の方で基幹相談支援事業という形で、福祉課の業務として相談事業の
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委託契約を元々されていて、その中でできる範囲でモデル的に計画作成に

も取り組んでもらっているという状況になっています。

スライドに写しているフローチャートのようなものは、主に高齢者ケー

スで今、取組を進めている流れになるのですが、左上のところから説明す

ると、最初に意向確認として、事業所の方から提出確認書を出してもらっ

て、一緒に取り組むと言ってくれた事業所と契約を結んで進めさせてもら

っています。

最近、市のホームページにもこの契約書などを掲載しているのですが、

中身を見てもらったら分かるとおり、どこかで見たことがあるなというよ

うな契約書の内容になっていて、岡山市のホームページをみていただくと、

多分それが解き明かされるようになっています。オンリーワンを目指すの

ではなく、まず手をつけられるところから瀬戸内市もやっています。

その後、研修会をやりながら、施設ごとに名簿を作ってお渡しをして、

スタートという感じにしています。スタートの中身も名簿を渡すからでき

る範囲でやってきてという感じではなく、スライドの下をみてもらうと、

パターン①・パターン②・パターン③とあります。専門職の方が対象者や

家族と話をするだけですぐ書けるという方は、もうパッと書いていただい

て、（対象者や家族などと）一緒に取り組んでいただけたらいいのかなと思

っていたのですが、ただ、いろいろ話をする中で、地域とのつながりはな

かなか専門職の方にはないよという声も多かったので、瀬戸内市としては

パターン②とパターン③という選択肢を持っています。

どちらも共通しているのは、市が調整会議を開催するという点です。パ

ターン②は瀬戸内市が開催して、その内容をもって専門職に書いてもらう

というもの。パターン③は市が開催して、そこに専門職に出席してもらっ

て、市が計画を作成するっていうもの。この③パターンを示した上で、そ

の福祉専門職の）事業所の状況や今の地域とのつながりなどをいろいろ相

談しながら取組を進めていっている状況です。最初パターン①でやってた

んだけど、やっぱり支援者（の選定）が難しいわという話があったら、②

とか③とかに変更するのも全然有りです。また、事前に話をした段階では

②でいきましょうかねと言った人が、意外と対象者の家族の方が「もうそ

んな会議までしなくていいから、もう私の方から両隣の人に支援をお願い

するから」と言って、家族の人が支援者を選んで、それで計画が完成した

というパターン①で済んだケースもあったりするので、その辺は対象者の

状況を見ながら進めていく感じになるのかなと思っています。

瀬戸内市からは以上です。

岡山県(松枝) ありがとうございました。

すごい熱意を持って取組をされておりまして、それぞれの市では独自の

取組をされている一方で、資料などを準用しあいながらオンリーワンを目
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指さず前に進められているのですが、こうした形で市町村の方では個別避

難計画の作成に今取り組まれているところであります。

次第の方に戻りまして、次は福祉専門職の皆様から、２番目の福祉専門

職から見たこの計画作成の課題等について、お話ししていただきたいと思

います。先ほど４市が説明されたように、個別避難計画を作成していく上

で、福祉専門職の方の協力というものが非常に重要であります。計画作成

に携わったり、地域調整会議に出席などして感じた個別避難計画作成の課

題や福祉の現場の状況、御所見などについて、福祉専門職の皆様から発表

いただきたいと思います。

それでは、介護支援専門協会の柴田様からご発表をお願いします。

ケアマネ協会

(柴田)

ケアマネ協会の柴田と申します。私自身は居宅介護支援事業所で４０件

ぐらいケースを持って動いているのですが、事業所は倉敷市ですけど、岡

山市と倉敷市で活動させていただいております。まず、それぞれの市町村

の方から現状を教えていただいて大変参考になりました。また、その際に

は個別避難計画の検討の段階からケアマネ協会の各地域支部と連携を取っ

ていただいて本当にありがとうございました。

それぞれの支部の状況も含めてヒアリングしていただいたり、話し合っ

た内容を県ケアマネ協会で定期的に毎月集まっていますので、話をして全

県でどうなっているかというような共有もしながら進められたので、大変

ありがたかったかなと思っています。

実際に今日参加するにあたって、自分もそうなんですが、周りのケアマ

ネジャーに今どんな状況かなというのは聞いてはみたのですけど、数年前

から個別避難計画の研修であるとか、非常に熱が高まって、いよいよだな

っていう感じでみんな研修を受けたりしたのですけども、実際、対象にな

る利用者さんからすると、自分が担当している方が該当するかどうかとい

うのは非常に割合としては低くてですね、実際にどういうふうに動いてい

るのか分からず、例えば、ある事業所だと３００ケースぐらいあるのだけ

ど、うちは１件も来てないんですよとかね。そういうところもあったりし

て、玉野市の方もおっしゃられていましたけど、今どうなっているのかを

定期的に教えていただけるのはありがたいのかなと思っています。

それから冒頭に元々個別避難計画ができた時に色々打ち合わせをさせて

いただいた時にお話ししたのですけど、今まではケアマネジャーは何かあ

ったら皆さんから色んな意見や連絡があるんですね。お家がゴミ屋敷にな

っているとか、調子が悪そうだとか、ペットがどうのこうのってなると、

全部ケアマネに連絡があるのですけど、特に災害のことはやっぱり心配だ

から確認するわけですよね。ご家族がいない、誰か友人がいるのか、どう

したらいいのかって、地域の人と繋がりたいけど繋がれなかったわけです。

多くのケースの場合ですね。個人情報とかいろんなことで繋がれなかった
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ので、そういった中で、本当にこういう風な流れができたというのは本当

にありがたいなと思っています。

１点だけ少し気になることがあって、それだけ少し申し上げたいなと思

ったのですが、ケアマネジャーというのは、行政の方はよくご存知いただ

いていると思いますが、例えば介護保険のサービスとかですね、保険や福

祉、医療とか、それからボランティアなど色々なサービスを調整する。連

絡調整をする仕事なんですよね。

例えば、災害時においてもいろんな連絡や調整をするっていうのはやは

り本来業務だと思います。なので、改めてそれについて何かに書いていた

だいたりとか、そういった必要はあまりないんじゃないかなと。担当のケ

アマネジャーが誰かっていうことがわかればいいんじゃないかなという風

には感じています。

一方で、この個別避難計画を作るときに、色々な成り立ちがあると思う

のですけど、協力者の名前のところにケアマネジャーを書くかどうかって

いう話がよく出るんですけども、実際に災害が起きたときは、ケアマネジ

ャー自身も災害に遭っている場合もありますし、事業所が休止している場

合もあります。月曜日の営業時間帯だったとしても、その時間にタイムリ

ーに連絡できるかどうかは約束できるわけじゃないんですね。そういった

時に、協力者を誰の名前を書くかというのは、やはりすごく大事なんじゃ

ないかなと思いますので、できる限りケアマネジャーや福祉事業所の職員

さんも協力はしたいという思いを皆さん持たれていると思うのですけど

も、実際にはやはり住民の方同士がサポートしながら、専門職がいろいろ

な形でバックアップするというのが、本来の形かと思いますので、今ケア

マネジャーがどうしてもシャドーワークとかですね。いろんなことが国の

方でも議論されておりまして、要は調整以外に、決まった時間に電話をし

たり、それこそ災害があったら順番にケアマネジャーが電話をしないとい

けない、家に行かないといけない、何なら避難所に連れて行かないといけ

ないという風に、それを期待される方も非常に多くて、それはケアマネジ

ャーの仕事だというふうに思っている人もいらっしゃるんですよね。その

辺りをケアマネジャーの仕事をご理解いただいて、ケアマネジャーも良い

形で関われたらなというふうに思っています。はい、以上です。

岡山県(松枝) はい、ありがとうございました。

ケアマネ協会

(小原)

岡山県介護支援専門協会災害対策部の小原と言います。よろしくお願い

いたします。先ほど柴田さんからお話があったと思うのですけど、まずは

自分たちが直接的に支援ができる立場はないっていうところを一番理解し

ていただきたいところではあります。

ただ、８月の南海トラフ地震臨時情報発表以降に、自分たちが担当して

いる利用者の災害に対する意識とか避難に対する意識というのは確実に上
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がっているなというふうには思っています。そこで家族が求めているもの

は、何なんだろうっていうのが、いつ避難するか、どうやって避難するか、

どこに避難するかというすごいシンプルな３つなんですよね。実は。

それ以外には、例えば、家族の方が災害が起きた時にどこに連絡して欲

しいとか詳しいことが知りたいわけじゃなくて、まず我が身がどうなるの

かっていうことを知りたがっているというところが、自分たちの実務の中

で感じるところではあります。

その中でケアマネジャーができることというのは、ある程度想定ができ

る災害と突発的に起こる災害（で異なります）。台風であれば、台風の進路

を見ながらひょっとしたら来るのだろうなって思うと、この時期にここに

避難しようかっていうのは、自分たちの調整という役割の中でやっていけ

ると思うのですけれど、実際に地震が起きて先ほどもお話がありましたけ

ど、自分たち自身が被災者になっている環境下で他者の支援ができるのか

と考えると、今回の能登半島地震で被災をされたケアマネの話を聞いてて

も、おそらくやはりできていないというのが現実なんだろうなと。

なので、直接的支援ということではなくて、その前段階のこうなった時

どうする？というところが自分たちの役割になってくるものだというふう

に思っています。

実際に個別避難計画を作成していく上で、やはりキーになってくる部分

というのは、この人の状態・情報ですよね。確かにケアマネジャーという

のはいっぱい情報を持っていますが、個人情報という縛りがある中で、ど

こまで提供ができるのかっていうところも正直あるところで、実際、僕が

小地域ケア会議に出席した際に、災害が起きた時にこの人がどこにいるの

かっていうことを聞かれることって結構あるんです。でも、この情報をこ

の方（小地域ケア会議の出席者）に伝えることが問題ではなくて、この方

が地域に帰って井戸端会議でこの人（要支援者）ここにいっているらしい

よというような。良くも悪くも地域性っていうところで個人情報が保護さ

れなくなる。もう晒されてしまうっていうリスクもあるので、そうした部

分もその（伝えることが）必要なことと、（伝えたことの）リスクというも

のを天秤にかけながら、情報提供していくことが必要なんだろうなという

ふうに思っています。

私が実際、個別避難計画に加わったケースというのは、２号被保険者の

神経難病の方のみです。なので、私が勤務する事業所の市では、まだ中々

個別避難計画の作成にお声がかかる機会がないので、対象となる要介護３

～５の避難行動要支援者の方は担当していますけど、現実的には声がかか

っていないというところで努力義務５年間というのがあるので、そろそろ

声がかかってくるんだろうなという期待をしながら待っている段階ではあ

ります。
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はい。以上です。

岡山県(松枝) ありがとうございました。

続きまして、向谷様お願いします。

ケアマネ協会

(向谷)

私の職域は倉敷市なもので、今、三宅さんからもご発表あったのですが、

行政の方からケアマネ協会倉敷支部に対して、一緒にお勉強していきまし

ょうとか、一緒に計画作っていきましょうとか、すごく優しいスタンスで

いろいろと教えていただいております。

皆さんのご発表を聞いてすごく圧倒されてしまって、すごくこう生き生

きと楽しそうと言うとおかしいですけど、ごめんなさい、聞けば聞くほど、

私はすごく胃が痛くなっていて、私はなかなかそういうふうに意気込んで

前向きにポジティブになかなか考えられなくて。というのが、要介護３以

上の方で在宅におられる方というと、大体、寝たきりの方や認知症がすご

く出て周辺症状が出ていて、ご家族も大変なケースということで、その方

たちの避難計画をご家族にお話をしましても、地域とつながるということ

を一番にお伝えしたいし、私もそういう視点で考えていきたいんだけれど

も、結局避難所に行ったら迷惑になるとか、この人をどうやって運ぶの？

とか、もうその家から一歩出ることが難しい。

そこを避難計画にいく前の段階の、介護保険サービスの調整でさえ、私

たちが思うようにうまくサービスとして入らない、支援として入らない方

たちへの対応というところでもう本当につまずくんです。大きくつまずい

て転びまくってなかなか前に進まないという現状があります。ただ、それ

ではいけないということで、地域となるべくとか、顔の見える関係づくり

というのを先週の土曜日もそういったお勉強を私もさせてもらいに行った

のですが、とりあえずそうしたポジティブなところから入っていきたいな

と思います。

今、それしか言えなくてすいません。終わります。

岡山県(松枝) はい。ありがとうございました。

それでは池田様お願いします。

ケアマネ協会

(池田)

僕は通常業務は笠岡の方でさせていただいておりまして、ケアマネ協会

の市内の勉強会にも笠岡市の危機管理課の方にも来ていただいて、一緒に

今後、個別避難計画をどう作成していくかというような取組についても、

お話をする機会が過去に比べると出てきたかなというところを感じていま

す。

市内には１４～１５カ所居宅支援事業所あるのですが、先ほどもお話が

ありましたように、通常業務が優先されますので、なかなか個別避難計画

の方へ着手できない。でも、必要な個人のご利用者様の情報がいっぱい持

っています。ただ、この情報をどう活用していいのか、さきほども言われ

たように、個別避難計画を作成するにあたっても、個人情報の取扱いのと
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ころで勝手に名簿に書いて提出して、もし何かあったらどうしようとか、

やはりこうした取扱いについて、市内の事業所の方にお聞きしても、すご

くハードルが出てきています。

あと、笠岡市内の避難行動要支援者名簿の方もやはり同じで、作成して

出したとして、それがどのように活用されるのかというところで、個別避

難計画に繋がっていくのだろうことは専門職の方はわかるのですが、地域

のご高齢の方は名簿を出したら、さきほども言われたように、個人情報を

晒されてしまうから提出したくないと慎重な部分もあります。日々の業務

の中で話をすることもあり、災害が起きた後など特に、そこのすり合わせ

をなかなか利用者様等も理解が示せれないところが難しさを増してしまっ

ているかなと感じております。はい、以上です。

岡山県(松枝) はい、ありがとうございました。

それでは山根様お願いします。

ケアマネ協会

(山根)

失礼します。私も県協会の災害対策部で、高梁エリアでケアマネジャー

と高梁地域の支部長もしております。高梁市の支部としての強みというの

が県協会でも毎回言うのですが、居宅支援事業所のケアマネジャー全員会

員なんです。なので、県協会高梁支部として高梁市の協力は全面的にしま

す。

お互いに協力をしていきましょうということで、包括支援センターとか

介護保険係の方々とは常日頃から協力をさせていただいている中で、令和

３年に個別避難計画は市の努力義務となりました。

居宅支援事業所の方も業務継続計画を作りなさいという話があった時

に、業務継続計画だけじゃダメだから市の個別避難計画は今後はどうされ

ますか？いう話を当時の担当者の方と２回ほど話をさせていただいており

ます。

平成３０年の豪雨災害の時に、要援護者、要介護３以上の方、難病の方

の情報を持っているところが、福祉課と保健師さんがいる健康づくり課、

包括支援センターの３つの部署がバラバラに持たれていて、情報の共有が

全くされてなかったというのがあって。この人がどこにいるのか、誰が支

援をメインでできるのかという話が全然分からない。

その中でケアマネは、自分の担当者に対しては連絡をとったり、実際訪

問させていただいて、避難のお手伝いをさせていただく。あとは支援物資

を私自身も届けに行ったり、配ったりということはさせていただいていま

した。

そういう中で、ケアマネ協会として高梁支部として協力しますよ、でき

ることは言ってくださいという話を令和３年の時にさせていただいたので

すが、全く話がなく。

今の担当者になってからは、支部にいる理事とともに、支部として協力
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しますよ、新着状況を教えてくださいという話に行かせてもらった時に、

ご本人さんの基本情報を記載するこういう様式ができました、市役所の中

の色々な機関と協力して横のつながりを強化していくことで話はまとまり

ました。

基本情報をとるのがすごく難しくてどうしても取れないんです、時間が

とてもかかるんですよという話があったときに、基本情報の項目を見たら、

ケアマネが持っている情報でもうほぼほぼ網羅できる。なので、個人情報

の関係もありますが、説明をしてそれに同意をしていただいた方にケアマ

ネが持っている情報を記載させていただくという協力はやりますよと、お

話をさせていただいたのですが、その時に委託料がって言われて。委託料

をよその市町村が払われているのを全然知らなかったので、何を言ってい

るのだろう、何でお金の話ばかりするのだろうっていうのもあったりして。

今日の説明を聞いたら、委託料を岡山市さん、倉敷市さんなどが出され

ているのもあって、それでお金の話をすごく言われて。市としては予算も

あってという。

そこはあまり私自身が委託料というかお金のことをあまり考えてなかっ

たので、その辺は市町村でどうにかならないのかなと思ったり。

お金じゃなくて、やはり住民の方を安全に避難させていただきたいなと

いうのが率直な意見です。よろしくお願いします。

岡山県(松枝) ありがとうございました。

それでは、続きまして、岡山県相談支援専門協会の大橋様よろしくお願

いします。

相談支援協会

(大橋)

はい、失礼します。岡山県相談支援専門協会の大橋と申します。よろし

くお願いします。

まず、相談支援専門員はいわゆる計画相談というものをたてております。

事業者によっても全然違うのですが、１人当たり、例えば 100 人ぐらい、

100 人以上担当を持ってやっているっていう方々もおられて、なかなか個別

避難計画まで目がまわっていってないというか、そういうところも実際に

まだあるのかなというところはあるかと思います。

私の事業所では総社市と一部、岡山市の方も作成させてもらっていて、

先日、私が関わっている方に郵便物が届いたということで、見にいったら

避難行動要支援者名簿に掲載してもいいかということが書かれていて、こ

れ何だろうというところから知ってもらうような状況かなというところも

あります。

逆に言えば、そういうものがあれば、災害があった時に避難する時にサ

ポートを考えないといけないよというきっかけにはなるのかなと思いまし

た。

一方で、やはり障害のある方、特に知的障害とか精神障害の方もそうか
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もしれないですけど、情報にアクセスするのは結構難しい方々が多くて、

書かれている内容がよくわからないという部分もあるので、そこがもう少

し分かりやすいようなものがあって、この地域ならどこに避難すればいい

のかというのを相談支援専門員と話ができるようなツールがあればいいの

かなというのを、先ほどの郵便物の時に考えたりもしました。

それから自立支援協議会の中でも、特に医療的ケア児等の部会が総社市

にもあるのですが、そこでは災害が起きたときにどういうふうに避難の行

動を取った方がいいのかと当事者の親御さんがやはり一番そこは心配され

ているようなところもあって、総社市にどういった災害拠点病院があるの

か、そこでどういうことができるのかということなどを、今考え始めてい

るようなところかなというところであります。

あと調整会議のことでいうと、サービス担当者会議という形で相談支援

専門員が行う会議もあれば、例えばライフステージに応じて小学校に入学

する時に発達障害のお子さんなどに関していうと、個別支援会議という形

で、学校と、例えば放課後等デイサービスとか、今まで関わっていた児童

発達支援の事業所などと顔合わせをして、学校と福祉でこういった人たち

が関わっているよという顔合わせの場を、他の市町村でもやっていると思

いますが、総社市では行っています。その会議はある程度枠組みが決まっ

ていて、１件あたりで大体 15 分でやりましょうと。まずは顔合わせをして

いきましょうっていうところで、何かあったら連絡を取りあうとか、困っ

たことが起これば、そこでまた改めて担当者会議を開きましょうというよ

うな形でやるっていうところでいくと、（個別避難）計画案を作成したり、

この調整会議というのもある程度の枠組みを使ってやっていく必要がある

のかなというふうには思いました。特に相談支援専門員は 100 件ぐらい持

っているので、なかなか（目がまわらない）というのと、我々相談支援専

門員は連絡と調整という部分は得意な分野でもあるのかなと思うので、そ

ういった部分でできてもいいのかなというところと、我々もそういうケー

スを重ねていくことによって、できることとか考え方も高めていけるのか

なと思いました。

すいません。以上です。

岡山県(松枝) はい、ありがとうございました。

それでは、大倉様よろしくお願いします。

相談支援協会

(大倉)

はい、失礼します。岡山県相談支援専門協会の理事をしています。本日

は、瀬戸市トータルサポートセンター基幹相談支援で来させてもらってい

ます、大倉と言います。協会の理事として担当している地域につきまして

は、赤磐市、備前市、和気町、瀬戸内市の東備地域を中心でさせていただ

いております。

本日は瀬戸内市としてお話しさせていただこうと思いますが、最初の報
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告のように、園田さんの元気いっぱいの報告がありましたので、必要なの

はパッションだというふうに私も考えています。どうしても縦割りと言わ

れている現状がありますので、縦張りを無くして、違う課であっても同じ

方向に向かっていけるようにという危機管理課さんの意識の強さで、現在、

瀬戸市では今、相談事業所２事業者と危機管理課さん福祉課さんと３ヶ月

ごとに協議の場を持たせていただいて、この個別避難計画の進捗状況とい

うものを確認させてもらっています。

実際に対象者については、どの地域も同じように、療育手帳Ａとか精神

１・２級で在宅の方とか、そういったところがありますので、２つの相談

支援事業所で避難行動要支援名簿に載せてもいいよというような方を対象

に１件１件まわっていくのですが、私自身も相談支援専門員で動いている

時には意識にはあったんですけど、なかなか詰めれない現状があって、日々

の福祉サービスの調整プラスこの個別避難計画の作成はなかなか難しいな

というふうに個人的に考えていました。

実際にこの１０月から基幹相談支援に入ることによって、役割分担なん

かができるようになって、そもそもこの基幹相談という業務がサービス等

利用計画とか障害支援利用計画を作る特定相談事業所、それから一般相談

支援を受ける事業所のフォロー体制、人材育成などをこの基幹で行ってい

きますので、個別避難計画を作るタイミングで入らせてもらって一緒に考

えるということが改めてできたなというふうに思います。

現在、私としての動きとしては、このサービス等利用計画、障害支援利

用計画を作っている相談支援専門員さんにアポをとってモニタリングのタ

イミングで同席させていただき、計画作成の意向をご家族にご相談すると

いうところから今スタートしています。

県内には１７の自立支援協議会があります。各市町が入っていますが、

今後、この自立支援協議会の中でも同じように、個別避難計画について触

れるとともに避難行動について協議の場を持っていく、部会の中に毎年必

ず項目を入れるといったようなことも必要ではないかなと思っています。

今後ですが、この個別避難計画をどのタイミングで更新していくのかと

いうところが１つの課題。それから、実際に相談員がついているケースは、

福祉サービスを利用されている方ですので、最も怖いのは、引きこもりで

あったり、療育手帳Ａを持っているのだけれど、サービスを全く使ってい

ない、そういった方々がきっと出てくるだろうと思います。倉敷市真備で

の豪雨被害があった時にもローラー作戦をしたと、今日も川崎さんから聞

きましたけれども、瀬戸内市の方でも、災害が出る前にこのローラー作戦

を何とか行ってですね、被害に遭った時にも、あそこのあの人があそこら

辺におるなっていうのが分かるような、そういった地域にできたらいいな

と思います。
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最後に介護分野と比べて民生委員さんとの距離が障害分野はちょっと遠

い感じを受けておりますので、この計画を作ると同時に、民生委員さんと

の距離がもう少し近づいていけばいいかなと思っています。

以上です。

岡山県(松枝) ありがとうございました。

それでは山崎様お願いします。

相談支援協会

(山﨑)

失礼します。津山地域障害者基幹相談支援センターの山崎です。

私が基幹相談支援センターとして担当しているのが、津山市、鏡野町、

美咲町、久米南町の１市３町になっています。今回この会議に参加すると

いうことで、私自身、個別避難計画の策定に関わったことがまだありませ

んで、各市町の方にちょっとお尋ねをしたりしてきました。

まだ津山地域の方は相談支援専門員が携わるというところまでは至って

いないのかなと思います。他の相談支援専門員に聞いても、個別避難計画

って何？という方もおられたりして、津山地域としては、まだこの辺の話

を知っていくというところがまず課題なのかなと感じています。

計画策定をしていく時に、どんな風になるかなっていうのを私も考えた

りして、まず避難場所などもちゃんと私たちも把握しないといけないなっ

ていうことや、個々の特性によって避難方法とかはかなり変わってくるの

で、考えていくと結構時間がかかるなとか。それから、先ほどから話に出

ている民生委員さんや地域とのつながりというのが、（相談支援専門員は）

やっぱりちょっと弱いところがありまして、もし調整会議とかを私たちが

開催するってなったら、どなたに声をかけたらいいのかが分からないなぁ

というところを感じました。

あと、この避難計画ができる前かなと思うのですが、名簿の作成、名簿

を作りたいという方が前に担当している方でおられまして、実際に協力し

て一緒に書こうとした時に、地域とのつながりが全くない方で、社協さん

とかに入ってもらったりして、会議を開いたりして作成しようとしたんで

すけど、なかなか地域の方と結びつかなかったりした方もおられたので、

協力者の記入が難しい方もおられるのかなと。

ただ、これをきっかけに地域とつながれたら、私たちも安心かなってい

うのを感じました。まだこれから、こういう取組が進んでいけば、当事者

の方だけじゃなくて、支援している私たちも安心になるなっていうので、

これから協力して進めていけれたらと思っています。

ありがとうございました。

岡山県(松枝) ありがとうございました。

それでは川崎様よろしくお願いします。

相談支援協会

(川﨑)

はい、失礼いたします。岡山県相談支援専門員協会の川崎と申します。

普段は倉敷の真備町で地域生活支援センターⅠ型で働いております。
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皆さんご承知おきのとおり真備町なので、６年半ぐらい前ですね、豪雨

災害を受けた事業所にもなるのですが、そういった地域の中で今働いてい

て、率直に感じることは、やはり６年経つと、もちろん皆さんではないの

ですが、住民の方々も意識薄れている方がたくさんいらっしゃるなってい

うのは感じます。

個別避難計画の話をしても、「まぁまたでいいわ」とか「ちょっと考える

わ」と言ったまま、もちろん連絡がないとか、担当させていただいている

利用者さんの家族や利用者さん自身がたくさんいらっしゃるなというふう

に思っています。

そういった中で一生懸命進めていきたいなと思っている中で、まず住民

さん向けで大切なことが２つあると思っていて、２つのうちの１つは、制

度の理解。やっぱり個別避難計画の制度の理解だと思っているのですが、

ここについては倉敷市、今日は三宅さんや坂東さんが来て下さっているの

ですが、例えば小学校区での防災に対する講演会とか勉強会というのを一

緒に参加させていただいたり、中には個々のケースにお二人に入っていた

だいて、一緒に説明させていただくというような、本当に柔軟な動きを倉

敷市さんも動いてくださっているので、この制度の理解っていうのは、必

要に応じてできているのかなっていうところは感じているんですが。

もう１つの大切なことって、やっぱり障害に対する理解だなというふう

に思っています。

個別避難計画を立てるというところで、近所の方々に一緒に支援者にな

ってくれませんか？というようなお誘いをさせてもらったこともあるんで

すが、それまでにやっぱり築かれてきた関係性みたいなところで、中には

近所のトラブルとかがあったりして、「何を今更？」というような、「そん

なあなたたちが私たちを拒否してきたんじゃない？」というような、厳し

い声をいただくことって正直あるんですね。

そういった中で、避難サポーターになってくださる方は、本当にこの方

に対して誰がいるんだろうっていうところで、今つまずいてるような方も

実際にいらっしゃいます。

そういったところで、結局その背景は、障害に対する理解のところなん

だろうなっていうふうに思っていて、別にトラブルを起こそうと思ってト

ラブルを起こした方ばっかりじゃないですし、そういった方々の相互理解、

そういったところを我々がやはり努めていかなきゃいけないと思っている

のですが、これが１つあるかなというふうに思っています。

それともう今日話を聞いていて、やっぱりそうだなと思ったのが、対象

者についてのところなんですけど、今日、大倉さんの方から療育Ａの方で

も引きこもりだったり、サービスを使っていない方が埋もれていくよって

話があったと思うのですが、私が今思っているのが、皆さんご存知の方多
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いと思いますが、療育手帳のＢの方って自分で判断して逃げられるのかと

いったら、Ｂでも重度・中度・軽度の方がいらっしゃるので、今回話にも

出ていた真備町で亡くなられた親子、あのお母さんは療育Ｂの方です。お

話もできるし、子育てもできた方なんです。ただ逃げ場所を知らなかった

ということと逃げる術を知らなかった、ＳＯＳが出せなかったという方が

いらっしゃいます。今もそういった方たくさんいらっしゃるなと思ってい

て、そういった方々ができれば対象となるべきなのかなというふうに私自

身は思っています。

ここについては対価だけの話ではないですが、今日、玉野市の増田さん

がお話しいただいたように、我々の専門知識にきちんと対価を支払いたい

と言ってくださった、もうとてもありがたいなと思っていて、そういった

ところも踏まえて、我々も対価を得るなら本当にちゃんと責任持った仕事

をしていきたいというふうに思っているので、療育ＡとかＢとかに区切る

のではなく、現状に応じた必要性のある方へのお届けというものをしてい

きたいなというふうには思っています。

それともう１つ本当に数少ない個別避難計画の作成の中で感じたことな

んですけれども、身体障害のある方で、独居で一人暮らしをしている男性

の方なんですが、この方の調整会議を開かせていただいた際に、民生委員

さんから言われた一言がすごい印象に残っているんですけれども、会議が

終わるぐらいの時に何か皆さん最後にないですか？と聞いた時に民生委員

さんから本人さんに対して、「何か今までごめんなさいね。」という声があ

りました。どうされたのですか？と聞いたら、「ずっと一人暮らしされてい

るのは知ってたんだけど、声をかけれんかったんよ。だけど、川崎さん、

こういう機会を作ってくれてありがとうね。これからはこれを機に話がで

きるようになるわ。」と言われて、それから台風があった時にも（民生委員

と対象者が）ＬＩＮＥで繋がるようになって、ＬＩＮＥで本人（対象者）

さんに連絡をしたりとか。普段から野菜を持っていったりとか、平時のつ

ながりもこれでできるようになったっていうところが一つ感じたところが

あって。今日何回か話もありましたけれども、やっぱり調整会議って、な

るべくとか加算業務じゃなくて絶対だなって僕は思っていて。ここの部分

がないと、おそらく個別避難計画ができても実効性のあるものではないだ

ろうなと僕は感じています。

そういったところで、やはりそこはセットでやっていくべきなのかなと

いうふうに思っていて、まずは作ってみてからというご意見はもちろん大

事だなと思っているんですが、それを受けて我々ができることっていうの

はそこをブラッシュアップするっていう話もあったんですが、そのブラッ

シュアップの方法が絶対調整会議だなと思っています。時間はかかると思

いますが、一個一個着実なものを、意味のあるものを作っていくのが専門
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職の仕事かなと思っているので、できれば、これからも行政側と我々がで

きることっていうのを一緒に協力しながら作っていけば、一人一人助けて

いける方が増えるのかなというところを今日改めて感じさせていただける

良い機会だったかなと思っています。

はい。以上となります。ありがとうございます。

岡山県(松枝) ありがとうございました。専門職の皆様、貴重なご意見ありがとうござ

いました。それではここで少し休憩の方をとらせていただこうかと思いま

す。会場に時計がないので、私の時計になりますが、３時３５分まで休憩

とさせてください。

岡山県(松枝) それでは意見交換の方に移らせていただきます。

先ほどまですごい熱いお話をしていただいた情報提供を踏まえまして、

今後、市町村と福祉専門職の方が連携を強化していくにあたって、どのよ

うな課題があり、どのような取組みや対応が必要かあるかなどについて、

自由に意見交換をしていただきたいと思います。

意見交換から川上教授の方にもご参加いただきますので、ぜひよろしく

お願いします。

それでは意見それから質問がある方は、挙手の方をお願いします。

それでは、岡山市さん。

岡山市(近藤) はい。せっかくの機会をいただいたので、質問というか、もうざっくば

らんなところで全く構いません。答えというよりは、今後に向けてのとこ

ろで。

我々も（作成が）難しいなというところで、先ほど地域との接点が中々

現状では無い中、要介護３以上の方は実態として簡単に支援ができるとい

うわけでは少なくともないよね、じゃあ何が答えなんだろうみたいなこと

をすごく悩んだ結果、段階的にできるところからという発想をしてます。

具体にモニタリングの機会とか訪問の機会って、多分、ケアマネジャー

の方そして相談支援専門員の方で比べると、結構違いもあったりするだろ

うと思っていて、専門職から見たときに、調整会議とか地域との接点とか

具体の避難を考えることは、必要性は分かります、重要性も分かります、

でも、どの程度の完成度とか実効性が現実として狙えるとか、その落とし

どころは何だろうみたいなところが、僕らの感触としては（わからない）。

100 パーセントは難しいけれど、例えば、地域の誰かを知るところさえ、

繋がりさえできれば、ある程度、その話はできるんじゃないかというのが

感触なのか。いや、そのつながりもらったとしてもなかなか厳しいよね、

それぐらいを感触として持っておくのがいいのかみたいなのはあって、実

際のケースとして関わる中でも悩み悩み一個ずつやってるんですけど。

ケアマネさん側、相談支援専門員さん側からみて、支援者であったり、

地域との接点みたいなところでどういう関わり方ができそうかみたいな感
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触や温度感という質問。私の方もどう聞いていいかわからない部分がまさ

にこの質問の背景にありまして。

実際どうですか？やっぱり難しいっていう感触以外に、こういうやり方

だったらできるんじゃない？とか。この場がセッティングされれば（でき

そう）なのか。意外とそこはこっちで動けますよみたいな感触なのか。

岡山県(松枝) それではケアマネ協会さんの方からお願いできますか。

ケアマネ協会

（柴田）

はい、色々なケースがあると思うので、僕が最初に話をして、続いてい

ただいたらいいと思います。基本的に要介護３以上の方が避難行動要支援

者名簿の登録であったり、そういう協力をしてほしいっていう方になって

くるので、ケアマネとしてモニタリングの機会は毎月１回以上訪問してた

り、いろいろ濃い関わりをしている可能性が高いと思うのですよね。その

中では医療とか介護ばかり調整しているという現状もあり、何らかのきっ

かけで地域の方とつながらせていただくことができたら、発展する場合も

あると思うので、それは今後の可能性としてつなげていただくとありがた

いのかなというふうに思います。

地域で温度差がすごい違うじゃないですか。だから地域の方のモチベー

ションだったり、あと利用者の方だったり、そのご家族の今までの生活の

歴によって、地域の方とすぐになじめる方と、どうしても遮断してしまう

人もいると思うので、ケースバイケースだと思いますが、でも、やはり何

らかのきっかけでつながれるっていうのはまず第一歩で、それからどうし

ようかはまたそれから考えたらいいのかなという感じはします。

岡山市(近藤) ちなみに今の話の中での新たな掘り下げも含めてでもいいんですけど、

今きっかけとしてなりそうな場面、例えば、うち（岡山市）で調整会議を

する時に具体のケースとしてあるのが、障害の分野も介護の分野もあるサ

ービス担当者会議のような今すでにある場で、本来やるべきサービス調整

の部分はやりつつ、前後の時間を使って民生委員の方や地域の方にも参加

いただいて、そういった機会を活用して、サービスで避難する場面もある

よねなど話をしたことがあるんですけど、そういうふうに既存の場を使え

ば何か接点ができそうとか、こういう場面で（つながりをもつ）きっかけ

になりそうとか、何かそういう視点をもし思いついたり、今考えられそう

なところがあったら（お答えいただけませんか）。

先ほどのお話を聞きながらなんですけど。すみません。

ケアマネ協会

(小原)

言われたように僕が唯一関わったケースでは、災害が起こりやすい時期

にモニタリング訪問して、災害が起こったらどうする？ということをきっ

かけにして話を膨らましていくというふうにはしています。

実際に危機感を持っているのは、援助する人や支援者というのも同様で、

専門職が参加する担当者会議の中で、災害が起こった時、こうなるよね、

こうするよねというような話になることももちろんあります。ただ、そこ
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に民生委員さんや地域の支援者が入るかどうかの前に、そもそも民生委員

さんが誰ですか？っていうところ。休憩の時に少し話ししたんですけど、

民生委員さんが誰ですか？っていうのを知らないのは自分たち（ケアマネ）

以上に地域は知らないんですよ。

なので、地域の特性で、例えば山間部を含めた田舎の方も然りですけど、

やっぱり民生委員よりも自治会長の方が有名というところがあって、民生

委員さんを知らないのに、知らない人が入ってきてっていうところを理解

をいただくための機会が必要なんだろうなとは思っています。

なので、そういった部分ではサービス担当者会議っていうのは１つのき

っかけにはなると思いますが、その前準備は必要かなというふうに考えて

います。

岡山県(松枝) 相談支援専門員協会さんの方からどなたかお答えできる方いらっしゃい

ますかね？

相談支援協会

(大倉)

はい、失礼します。瀬戸内市トータルサポートセンターで協会の理事を

してます。

先ほど出ました民生委員さんのお話がありましたけれども、実際には民

生委員の総会とかそういったところでの顔合わせみたいなところから、そ

れこそこういったもの（個別避難計画）を作るのだけれども、ご協力をお

願いできないかと。いっぺんに作るのは難しいから、モデル事業的に一緒

に協力できないかみたいな会を作っていっていただけると大変ありがたい

なというふうに思います。

それから私も今、地域の町内会長をしていまして、それこそ先般、県の

自主防災組織の体制整備状況調査・アンケート調査みたいなのが来たんで

すけど、実際にまあ町内会長していて、４０世帯ぐらいの地域の中でどの

ようにしていけるのかと。私の地域も平均年齢が７０歳ぐらいなので、ど

うやっていくかというのは、やはり課題として出ています。

私もこういう職種だから、もし何か呼ばれて行くとなれば、全然行くん

ですけども。ただ、仕事との調整とかが課題となってくるので、未来の地

域をどうしていくかもそうですけど、今はできるけど１０年後どうするん

だとか、そのあたりの人材をどうやって確保していくのかというのはちょ

っと課題としてあるんじゃないかなというふうに感じています。以上です。

岡山県(松枝) 他に倉敷市さんとか。じゃあせっかくなんで、はい。（瀬戸内市さん。）

瀬戸内市(園田) 園田です。未来の地域をどうしていくかは本当に僕もそれを思っていて、

防災とか福祉とかじゃなくて、もうこれってまちづくりの話なんで。

前回、別府市の村野さんでしたっけ？行政の方で研修を受けさせてもら

っているのですけど、先行事例で大分の別府市の方で個別避難計画をもう

全庁を挙げてまちづくりの中で取り組まれているような事例があって、個

別避難計画の取組指針でも、防災と福祉だけじゃなく、まちづくり部局と
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かも入って一緒にやる方が望ましいっていう文言も出てくるぐらい、やっ

ぱりこれってその計画１枚を作るためにどうのこうのっていう話じゃなく

て、この地域をどうしたいかっていうところなのかなというふうに、僕は

担当をしていて思っています。

これは各市町村さんも含めてなんですけど、実は川崎さんが最後におっ

しゃった名簿から外れている人の話で、実は瀬戸内市では今、相談支援専

門員さんと一緒に作っているケースの一つがまさにそれをやっています。

本来は名簿に載っている人で計画作成をしたいと言った人を作りましょう

っていう話で最初（相談支援専門員さんと一緒に作るケースが）始まった

んですけど、専門員さんの方から、実は今年の台風第１０号の時に連絡を

取り合った方で、軽度知的障害をお持ちで名簿には載っていないんだけど、

そのお父さんは高齢で視覚障害を持っていて、要介護２の世帯があって、

この方々は世帯で見たら災害時に支援が要るのではないかなって思うんで

すっていう話が出ました。お役所的にはまずは名簿に載っている人が（対

象）なんですけど、そこは支援員さんの見立てで本当に支援が必要な世帯

がそこにいるという話なので、今一緒にその方々の計画作りをやっている

ところです。

今、２回訪問していて、１回目は僕と福祉課の職員さん、専門員さん、

家族が話をして、２回目はこの間、僕が民生委員さんと連絡を取り合って、

民生員さんから地域の方を２人ピックアップして連れて来てもらって、専

門員さんが家族との調整をして、あと地域包括の方がそのお父さんの方に

（支援に）入っているので、地域包括の方と連携をとってもらって、呼び

かけも専門員さんと市の方と役割分担しながら、そういうメンバーで会議

を持ったところでした。

地域の出席者からは、これはこの方だけの課題じゃなくて、地域一帯と

して高齢の方は他にもおられるので、どこかでやらんといかんと思ってい

たんだと言われて、次年度の（町内会）総会の時に地域の課題として出さ

せてもらって、そこでみんなでやるぞってなってから、ちゃんとこの人の

計画を作る方向に入っていきたいんだということで、今はまず地域の方で

その状況を整えてもらってるような感じで、今、（話し合いの）会が終わっ

ているところです。

瀬戸内市としては、（避難行動要支援者の要件として）要介護３以上とか

障がい者手帳１、２級とかがあり、名簿に載る要件が６個あるんですけど、

要件の６個目にその支援者が必要と認めたものっていうのがあって、実は

まだ１件も（６個目の要件事例が）今までなかったんですけど、（今回のケ

ースが）まさにそのケースで、その人はこれから名簿に載せて計画を作ろ

うとしているケースなので、各市町村がそういう余白（要件に該当しない

方を対象とする方法）を残しているかっていうところも聞いてみたいのが
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一つ。

あと、これはもっともっと先、取組がもっともっと深まっていった先の

話だと思うんですけど、ぜひ、福祉専門職の方もそういう見立てといいま

すか、僕らがやると、どうしてもそういう杓子定規な、国が示した要介護

３以上とか数字の話とかで、要件を切らざるを得ないので、そこから必ず

あぶれた人が出てくるので、それをちゃんと拾うようなコミュニケーショ

ンをやっぱり取る必要があるのかなと思って、その辺をもっともっと取組

が深まっていった段階で、福祉専門職の方にもどこか意識していただけた

らなというのは、少しさっきお話を聞いていて思いました。

質問でもなんでもないんですけど。なんかこれに関連してありますか？

余白の記載は各市あるんですか？ちなみに。

岡山市(近藤) 岡山市でいうと、今回の資料で２ページになりますかね。「個別避難計画

の概要」という資料に小さい字で見にくいと思うのですけど、具体的には

「カ」という要件があって、実際に登録の仕組みは多分それぞれ違うと思

うのですけど、岡山市の場合は、その余白の、その一定の要件に該当しな

い方でも、手上げ登録と呼んでいるんですけど、申請書をお出しいただく

ことによって個別の登録ができますよということで、今、園田さんが言っ

ていただいたように、載ってはないんだけど、やっぱり不安だっていうこ

とをご本人・ご家族からの申し出もあれば、第三者的な立場でケアマネさ

んだったり、相談支援専門員さんだったり、民生委員さんから相談される

ケースは実際あります。

倉敷市(三宅) 倉敷市の方も一応余白というかですね、ごめんなさい、資料が手元にな

いのではっきりとしたことが言えないのですが、民生委員さんなどの推薦

や見立てによって、名簿に新たに掲載するということは可能になっており

ます。

玉野市(増田) 玉野市も一緒で、自治会とか支援する方が必要だと認めた人は名簿に載

せることもできますし、個別避難計画を作ることも可能です。実際に地域

の自主防災組織の方から医療的ケアをしている子どもさんがいるんだけ

ど、その方は手帳とかは持ってなかったので、名簿には載ってないけど、

地域として見守りたいというか関わりたいという申し出があって、実際玉

野市でも１件名簿には載っていなかったけど、地域の申し出で作ったとい

うケースがありました。

瀬戸内市(園田) ありがとうございます。ここで一つ行政的に難しいのが、避難行動要支

援者名簿の趣旨で考えた時に、元気な高齢者とかを名簿に載せるというの

は極端な言い方ですけど、それはちょっとやっぱり（適切ではないと思い

ます）。真に（支援が）必要な（方が）避難行動要支援者なので。そこはみ

んながみんな必要だといって（名簿に）入れられるものではなかったりす

るので。その辺の趣旨を踏まえながら、個別避難計画はまずはその名簿に
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載っている人から順番に作りながらではあるのですけど、頭の片隅にいる

あの人もこの人も名簿に載ってないっていうのが出てくると思うので、そ

ういう人を各自治体さんとコミュニケーションを取って、名簿に載せて何

とか地域と繋げられないかなところをやっていってもらうと、名簿自体が

本当により良いものになるのかなと、取組をやってて思うので、その辺は

やっぱりコミュニケーションなのかなというふうに思います。

はい、以上です。

相談支援協会

(川﨑)

すいません。ありがとうございました。あの改めての認識をさせていた

だきたいのですが、そういった形で、本当に必要だとなって名簿に載った

療育Ｂの方、この方に対してもその（計画作成委託の）対価としても支払

い可能というようなイメージですか。

瀬戸内市(園田) 一応そうしています。はい。それはカウント（します）。

玉野市(増田) 玉野市も一緒です。

倉敷市(三宅) 名簿に載るということになれば、対象になるということになります。

相談支援協会

(川﨑)

私の認識が甘かったというところなのでありがとうございます。これは

改めて持って帰らせていただいて、改めて必要な方に届けていけたらと思

います。ありがとうございます。

岡山県(松枝) はい、ありがとうございます。他に何か聞きたいこととかございますか。

はい、岡山市さん。

岡山市(近藤) すいません。専門職の方からの先ほどの意見でも、事業所としてのＢＣ

Ｐの作成で防災への関心というところが、専門職側にも高まる要因という

のが出てきてますよという部分があり、具体に言えば居宅でいけば、利用

者さんの安否状況の確認をしたりとか、被災した後のサービス調整みたい

なことに動いていくのに、どういう風に動くかみたいなことをある程度見

立てを持ってみたいな視点が出ているのかなと理解をしています。

この個別避難計画というのは、ご本人さんが安全に避難ができることが

一番の目的・目標なんですけど、言い方が適切かどうか分からないですけ

ど、（個別避難計画を）こういう形でうまく活用できれば専門職側としても

本来業務に非常に活きるんじゃないか？我々も新たに事業者さんに協力い

ただこうみたいなときに（個別避難計画の作成が）どういう意味合いがあ

るかみたいなことをより具体的に伝える工夫として、専門職のこういう業

務に関わりが出てきますよっていうようなお話をさせてもらうことが私自

身の業務でもあるんですけど、その部分を改めてどういうふうにお話しさ

せてもらうと、よりイメージがしやすいのかなとか思うことがあって。こ

の場を借りてなんですが。

ケアマネ協会

(小原)

言い方が適切かわからないのですけど、専門職から見たメリットってい

う解釈でいいんですかね？

岡山市(近藤) そういった視点に近いのかなと思っていて、なかなかお互い立場が違う
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中で、こういうことがメリットですよって言いづらいとこもあると思いま

す。

ただ、やっぱりやる（個別避難計画に取り組む）からにはお互いにとっ

てウィンウィンじゃないですけど、やる意味がある形にはしたいなってい

うのがあって、それがお願いをして、ただ協力してもらうっていう形じゃ

なくて、やることで（専門職側も）こういう形にいきますよっていうこと

をより具体にお話できた方がやる意味も高まるのかなと思って。

どういう視点でも全く問題なくて、むしろいろんな視点があった方がい

いのかなと思います。

ケアマネ協会

(小原)

先ほどお話があったように、私たちケアマネジャーはＢＣＰ、業務継続

計画ですね、を作成していく中の項目で、利用者の安否確認という項目が

あるんですよね。で、実際に居宅介護支援事業所で安否確認の方法とかは

考えているんですけど、そこには安否確認の連絡先はあるんですけど、場

所はないんですよ。と考えた時に、個別避難計画っていうのは避難場所ま

で提起されるものだと思うので、そう考えると、安否確認をしやすくなる

ということではメリットというふうに感じます。はい。実際。

ケアマネ協会

(柴田)

個別避難計画からちょっと離れちゃう話かもしれないんですけど、実際

にそれこそ（名簿掲載の）対象になりそうなご家庭で、地域の方が非常に

熱心にサポートしているようなお宅があって、災害の時に結局体調の問題

とで避難するかどうかとか、救急車を呼ぶかどうかってなかなか当事者が

判断できなかったりするんですよね。そうしたときに協力者ご本人であっ

たり、当事者以外の方が状況確認してケアマネジャーに連絡してくれると

いうのはめちゃくちゃ助かると思うんですよ。

要介護３である程度想定もできるような災害であれば、ショートステイ

ナーとか介護サービスを急遽調整するということがあると思うのですけ

ど、やはり結局ケアマネは現場に行かないとわからないし、思ってたより

も（当事者が）やっぱりひどいとかですね、思ってたよりも（当事者が）

不安に思っているとかっていうのは分からないですよね。

だから、ケアマネジャーが電話してそれ（当事者の状況等）を把握して

調整するっていうことを求められるんじゃなく、協力者の人が把握したこ

とをケアマネジャーに電話するっていうふうにしていただくと、ケアマネ

ジャーはすごくやりやすいんじゃないかなというふうに思います。

岡山県(松枝) はい、ありがとうございました。相談支援専門員さんの方から何かあり

ますか。

相談支援協会

(大橋)

障害の分野で緊急の対応を求められるという中で、いわゆる親亡き後、

親御さんが倒れられた時などの対応があって、今言われているのが、市町

村に地域生活支援拠点というのを１カ所設けてくださいっていうのがある

と思うのですけれど、その緊急の対応の中に、親御さんが倒れられるとか、
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家でなかなか生活するのが難しくなるという状況が発生したときに、例え

ばショートの利用、これがもしかしたら災害が起きた時にショートを利用

した方が利用しやすいというか、利用するきっかけになるというか、そう

いった部分も併せて考えるっていう見方はあるのかなと。

親御さんはまだ元気だからそこまで考えないよっていう人には災害もな

かなか考えにくい部分もあるかもしれないんですけど。

そこの部分も合わせて考えるっていうところであれば、ショートステイ

の事業所にとってもメリットというか、そういう使い方というのを考えら

れることもあるかなというふうに思いました。

岡山県(松枝) 皆さんよろしいですかね？

何かこの場でちょっと聞いてみたいことございましたら、お願いできま

すか？先生なんかありますかね？

はい、瀬戸内市さん。

瀬戸内市

(小野田)

すいません。お世話になります。瀬戸内市のいきいき長寿課の小野田と

申します。よろしくお願いします。

私がケアマネさんとかとよくお話しする中で、これ（個別避難計画）を

作った後の継続の話、今後、変更とかあった場合についてのお話とかがよ

くあったりするんですけれども、その時は誰が（対応）するのかとか単価

的なもののお話ですね。その辺が何か国の方から示されたようなものがあ

るのかとか、お教えいただければと思います。

岡山県(松枝) 作った後の話ですか？

瀬戸内市

(小野田)

そうですね。見直しの単価的な基準でありますとか。

岡山県(松枝) その辺は特に示されてないですね。

瀬戸内市

(小野田)

ありがとうございます。

岡山県(松枝) はい、じゃあよろしいですかね。

相談支援協会

(大倉)

これによって民生委員さんの仕事が増えていくというところで、民生委

員さんの報酬とかって将来的に考えられるんでしょうか。

岡山県(沖本) 民生委員所管の岡山県地域福祉課でございます。

法律上、民生委員の方には単価をお支払いするということができないの

で、県としても民生委員の方にご協力いただければ大変助かるんですけれ

ども、やはり報酬はどうしてもお支払いできないというところで頼みにく

さもあるというのが現状でございます。

川上教授 全国民生委員児童委員連合会から災害時の民生委員の活動・取組につい

てのハンドブックだとか指針だとかっていうのがいろいろ出されているん

だけれども、個別避難計画を策定する時の避難支援等実施者に民生委員が

積極的に担ってくださいみたいなことは全然無いんです。
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むしろ本当に向こう三軒両隣のご近所の方になってもらうよう、コーデ

ィネーター役として関与していく、関わっていくということなので、恐ら

くそれを言えば地域調整会議に参加する負担で言えば、自治会・町内会の

方々や自主防災組織の方々なども恐らく同じだろうというふうには思うの

ですけどね。

岡山県(松枝) それではよろしいですかね。

時間になりましたので、意見交換の方についてはこれで終了したいと思

います。

本日の議題は以上ということで、閉会にあたりまして、先生の方から講

評をお願いします。

川上教授 地区防災計画等作成推進協議会のアドバイザーをさせていただいており

ます、駒沢大学の川上と申します。

研修とか会議で、これまで顔を拝見させていただいた方もたくさん今日

は臨席されていて懐かしいなと思いながら、お話を聞かせていただきまし

ていただきました。スライドに移していていますけども、スライドは使わ

ずにちょっとした講評を３分４分ぐらいでさせていただこうかなと思いま

す。

また、スライドや配布資料を見ながら聞いていただいてもいいんですが、

日本は大変な防災大国でもありですね、世界に冠たる防災大国でもあると

いうことを考えると、福祉の支援者である私たちが日常の生活支援は行う

けれども、災害が起こった時にその利用者さん・担当の要援護者の方が生

きるか死ぬかのところまでは縦割りだから責任を負いませんよというわけ

には僕はいかない時代に入ってきているんだろうと思うんですね。次のス

ライドぐらいに書いてるかなというふうに思うのですが、私たちは常にそ

の日常生活を支えること、生活ニーズに応えていくことと災害時の命を守

ることの不安・ご本人さんやご家族の不安を一緒に取り組んでいく必要が

あるんだろうというふうに思います。

それを業務として日常業務の中に溶け込ましてやっていく必要があるん

だろうと思うのですが、本当を言うとですね、僕の希望としてはもっと内

閣府と厚生労働省が最初に話し合いをして、ケアマネさんや相談支援専門

員さんの業務としてきちんと位置づけてですね、ケアプランの見直しの時

には、年１回この個別避難計画の策定や見直しも行うと。それに対してち

ゃんと全国一律の報酬を出すみたいな法令の立てりにしてくれれば、もっ

と滑らかに福祉と防災の連携というのが進んでいったんじゃないかなとい

うふうには思うのですが、これはまた将来の課題というか、ぜひそういう

体制になってくれればいいなというふうに思っているところです。

ちょっとスライドを飛んでいただいて、個別避難計画作成上の諸課題・

諸困難というのがあると思いますが、今日も皆さんから声が上がっており
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ましたけれども、実際（県の）モデル事業に僕も関わらせていただいく中

で、大きく分けてこの４点ぐらいの困難さ（①本人の援助拒否／辞退、②

地域側の計画作成拒否、③人間関係希薄と支援者責任、④人権配慮・個人

情報保護問題）というのがあるのかなと思いました。

まずは本人が十分内容を理解していないがゆえに援助拒否をされる。も

う私はええですわ、名簿にも掲載しなくていいですわとか、人のお世話に

なりたくないですわとか、災害が起こったら、もうそれを機にもう早よう

死んでしまいたいですわとかおっしゃる方々が多いんですね。これはもう

伴走型支援で、できるだけ距離の近い方が、御本人さんとの距離の近い方

が、心を開いてくれそうな可能性の高い方が丁寧に関わっていくしかない

のかなというふうに思います。

その対極にあるのが、真ん中の一番下にある、逆に地域の方々が援助拒

否をするという事例です。先ほども色々パーソナリティー上の課題なんか

もあって、ご近所の方と揉め事を起こしたりして、上手くいってないとい

うような孤立度の高い方、こういう方々はやはり御近所の方が手を貸して

やろうという気持ちになかなかならないというふうに思うのですが、障害

に対する理解が足りない、（障害に対する理解が）必要だっていうような話

をおっしゃっていましたが、そうした取組も合わせて必要なんだろうと思

います。

また、町内会・自治会に入ってないからまず加入してもらわないと、個

別避難計画づくり手伝ってあげないよというのでもなく、これも命に関わ

ることなので、何かしら順序は下がるにしてもですね、知らんぷりではな

いでしょっていうことなんですよね。その辺をどういうふうに専門職や行

政が住民等をつないでいく、住民に理解を求めていくかというところが大

きな課題かなと思います。

今度は計画策定段階に入ってくると、これもよく出てましたが、さっき

も言ったようにご近所にお住まいの方に避難支援等実施者にやっぱりなっ

てもらわないと、避難所と反対方向に住んでいる要援護者の方を民生委員

さんがわざわざ遠回りをして助けに行くなんていうのもナンセンスの話な

ので、ご近所のこの人のためなら汗かいてあげてもいいよっていう人をい

かに発掘をしたり、あるいはそういう人を作る・育てると言うのでしょう

が、そんな働きも必要になってくるんだろうと思います。

もう１つは、これも既に質疑応答の中でも出てたかなと思いますが、個

人情報に配慮した、人権に配慮した取組をしていかなきゃいけないという

ところなんだろうというふうに思います。

今日私が一番参考になったのは、地域調整会議を専門職の皆さんもなか

なか開きにくいと思います。担当されている利用者さんのソーシャルサポ

ートネットワークについてあまり情報が無い。担当している民生委員さん
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も誰か分からなかったり、ご近所に仲の良いどなたがいるのかも専門職が

なかなか把握できていないというような状況を踏まえて、地域調整会議の

開催をオプション化してですね、業務の委託の仕方を小刻みにしていると

いうのは、なるほど、そういう工夫もあるんだなというふうに御報告を伺

いながら思いました。

でも最後にですね、川崎さんがおっしゃっていたように、やっぱり地域

調整会議の場が地域の方とご本人・ご家族を結ぶ顔の見える関係を作って

いく重要な場でもあるので、ないがしろにしてはいけない、難しい作業で

はあるんだけども、そこをできるだけ避けて通らないように是非していた

だきたいなというところなんですね。

これらの課題は数をこなしていく中で、だんだんと解消していけるんじ

ゃないかなというふうには思うのですけれども、いきなり高いハードルの、

完璧なものを作っていくのではなくて、地域の関係性ができている作りや

すい方、あるいはＡＤＬ的にも、もうこの人担架じゃないと運べないよっ

ていう人ではなくて、車椅子程度でご近所の方でもご協力いただける方、

そういうモデルケースみたいなのを事例として、できるところから積み上

げていきながら、行政の方も自信をつけてもらいたいし、専門職の皆さん

にもできるじゃないのというふうにお互いに自信をつけてもらいたいなと

思いました。

他にもローリング（見直し）の話だとか、報酬の単価の話だとか、いろ

いろ気にかかることはあるんですけれども、もう時間も超過しております

ので、私の方から今日のやり取りを伺って、気づきや今後の検討課題につ

いてのまとめをさせていただきました。私の方からは以上とさせていただ

きます。どうもありがとうございました。

岡山県(松枝) 川上先生、ありがとうございました。

時間が超過して申し訳ないんですけど、私からも一言すみません。こう

いう市町村と福祉専門職の方が意見を交換する場というのは、今回初めて

させていただいたということもありまして、内容的には市町村の方の取組

の説明であったりとか、福祉専門職の方からの福祉の現状であったりとい

うお話に今回は終始させていただいたというところでありましたが、お話

の中にあったように市町村によっても取組の進展具合などが違ったりする

というところもありますので、今後もう少し議題を絞って、こういった会

をまたやらせていただけたらなというふうに思っているんですけども、そ

れはよろしいですかね？ よろしいですか？わかりました。

市町村の方と調整しながら、もう少し議題を精査して、今後改めて意見

交換の場を作らせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。

これをもちまして、個別避難計画の作成に関する市町村と福祉専門職の

意見交換会を閉会いたします。時間が超過して大変申し訳ありませんでし
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た。

今日は本日お忙しい中、ご出席いただきまして本当にありがとうござい

ました。


